
学習指導略案      
1. 学            年    第 4 学年 
2. 教     材     名    いのちをつなぐ岬（光村図書 4 年）【⾃然の⼤切さ】 Ｄ（19）⾃然愛護 
3. ね     ら     い   ウミガメ     の産卵の写真や保護に取り組む⼈々の思いを通して、⾃然を守るために 

          ⼤切な⼼について考えさせ、⾃然やそこに⽣きる動植物を⼤切にし、環境保全 
について関⼼をもとうとする⼼情を育てる。 

4. 本  時 の ⽬  標    動植物に関⼼を持ち、環境保全につとめる⼈々の⼼情を考える。 
 

5. 本時の展開 
 学習活動 指導の内容と予想される反応 指導上の留意点 場の設定と評価 

導
⼊ 

ウミガメの話 
(54、55) 
 
私は誰でしょう 
スライドショー 

実は僕は俳優をしていて、今度ある⽣き物を演じる
予定なんですけど、⼈間じゃない⽣き物なので気持
ちもよく分からないし、僕はその⽣き物のことなん
だか怖いなと思っていて上⼿く演じられません。 
だから今⽇はみんなと⼀緒にこのある⽣き物につい
て考えてみて、この⽣き物の魅⼒を教えてもらえた
らなと思ってます。 
 
ではその僕が演じる予定の⽣き物とはなんでしょう
か、クイズです。 
静岡県御前崎市、三⽅を海に囲まれた岬の町に暮ら
しているある⽣き物の事を今から紹介します。 
わかったら⼝に出して⾔ってください。 
『私は、海藻や⾙を⾷べたりします』 
『は海のそばに住んでいます』 
『私の⾜跡はこんな感じです』 
『私は⼤体 100 センチぐらいあります(⼩１ぐら
い)』 
「⿂」「ザリガニ」 
 

⼿ を 挙 げ て 答 え て
も ら う の で は な
く 、 わ か っ た 瞬 間
に ⼝ 々 に ⾔ っ て も
らう。 
何 度 答 え て も 良
い。 

【俳優という設定】 
学ぶのではなく、 
「⾃分の感じた事を伝え
る」 
 
俳優の役作りを助けるた
めに、ウミガメについて
共に学んでいくという設
定で学習への意欲を喚起
する。 
 
【私は誰でしょう】 
登場するウミガメへの想
像⼒を⼀歩進んだ形で膨
らませる。 
ウミガメへの興味を誘導
する。 
【⼿を挙げて答えてもら
わない】 
正解を出すのではなく、
思った事を共有する場作
りの演出 
 
 

展
開
前
段 

ウミガメの産卵 
(56、57) 
 
セリフをつけてみよ
う 1 
 
写真スライド 
 

『この写真にうつってるウミガメさんに質問するな
ら何を聞く？ 班で考えて１つ質問してみよう』 
→講師がウミガメになりきって答えてみる 
※うまくいかないパターンを作る。 
 
『みんながウミガメだったらなんて答えると思
う？』 
→ 
班であがった回答を俳優が読んで演じてみる。 

ウ ミ ガ メ に つ い て
の 正 し い 知 識 を ⾝
に つ け さ せ る の で
は な く 、 興 味 を 持
っ て も ら う 事 を 優
先させたい。 
 
講 師 は ま だ ウ ミ ガ
メ に な り き れ て い
ない。 

「今から⾒てもらうのは
ある夏の夜の砂浜にやっ
てきたウミガメをとらえ
た写真です」 
という導⼊から写真を⾒
てもらう。 
※他者への想像⼒と興味
を喚起させる。 

展
開
中
段 

保護監視員 
 
私は誰でしょう 
スライドショー 
 
 
(58) 

『ウミガメの産卵の時期になると、毎朝、御前崎の
海岸に「ある⼈たち」が現れる。この⼈たちは誰で
しょう？ 
「様⼦を⾒に来る近所の⼈」「卵を取る⼈」 
「いたずらしている⼈かもしれない」 
 
『私は「ウミガメ保護監視員」です。私はウミガメ
の巣⽳から丁寧に卵を掘り出します。』 
 
 

写 真 だ け載っ て い
るワー ク シ ートを
⽤意 す る と 、相談
しやすい。 
 
 

この⼈たちは何でこんな
事をするのかなぁという
想像を働かせるような演
出効果 
 
 
評価 ウミガメの産卵に
多くの⼈が関わっている
ことに気付き、海の環境
を守ろうとする⼈々の思
いについて考えを広げて



いる。 
 

展
開
後
半 

御前崎⼩学校 
 
セリフをつけてみよ
う 2 
 
(59) 

 
⼦ガメと親ガメの写真にセリフをつけてみる。 
「海に帰ってきたよ、ただいま〜」 
「⼈間に助けてもらえたんだね。ありがとう！」 
 
『ウミガメを⼤切にするためには、まず、ウミガメ
のことをよく知ることが重要ですね』 
「ウミガメの親⼦の気持ちが伝わってきましたね。
俳優さん、ウミガメ役、うまく演じられそうです
か？」 
 

正 解 が あ る よ う な
問 い か け で は な
く、 
「 場⾯に あ っ た セ
リフを考える」 
と い う楽し さ を提
⽰したい。 
 
 
⼦ど も た ち のロー
ル プ レ イ を 通 し
て 、 俳 優 が 学 ん だ
「 ウ ミ ガ メ の 気 持
ち 」 を ま と め る こ
と で 、児童の活動
へ の フィー ドバッ
クをする。 

その場に⾃分がいたらと
いう想像⼒を、世話をし
てる当事者だけではなく
周囲の⼈にもフォーカス
を当てる事でより⽴体的
にする。 
 
※当事者性 

終
末 

60ページ 『今⽇の授業を通して、改めて感じたウミガメとか
⾃然の良さとか、もっとこういう事知りたくなった
とか、なんでも思った事を僕に伝えてください。 
みんなのウミガメの興味の持ち⽅を演技の参考にさ
せてもらいます。』 

ウ ミ ガ メ の こ と を
よ く 知 り た く な っ
た ら 、図書館と か
に⾏く と 、 も っ と
詳し く 知 れ る よ と
い う こ と も 伝 え
る。 

正解を⾔うのではなく、
気持ちを伝えることが⼤
切。 

 
6. 学習指導要領との関連 

本単元では D「主として⽣命や⾃然，崇⾼なものとの関わりに関すること」の指導要項「⾃然愛護」(19)⾃然の
すばらしさや不思議さを感じ取り，⾃然や動植物を⼤切にすること。副次的に「⽣命の尊さ」(18)⽣命の尊さを
知り，⽣命あるものを⼤切にすること。を受けて指導する。外部講師（俳優）が「みんなから愛されるウミガメ
役」をうまく演じられるよう助ける中で、児童はウミガメの保護活動を⾏う⼈々や、ウミガメの産卵の様⼦、⽣
まれたウミガメが⽣育した後に海岸に戻ってくることを知る。 
また、ウミガメの保護活動を⾏う⼈になりきって「ウミガメがどうして愛されるのか？」を考えることで、環境
保護やその必要性について考えることができる。ウミガメが多くの⼈や⽣命の中で守り育まれていること、厳し
い⾃然環境の中で⺟ガメとして戻ってくるカメは少ないことにも⾔及し「⽣命の尊さ」単元につなげる。 


